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型式 RS'P29E 開放式部スト-ブ 
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このたびは本機をお買い求めいただき 
まことにありびとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保詔書と共に 
大切に保管しておいて<ださい。 

•取扱説明書を紛失された場台は、お 
買いホめの販売店にご相談ください。 
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山安をのために尼 i ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことを説明 
していまず。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A を険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負5危険、または 
火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定されるの容を示しています。 

A ミ主意 ( CAUTION ) 

この表をを無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損害の 
発生が想定される巧容を示しています。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ( 8 ) 0 ®® 

〇 © 


この絵表示は、「禁止」され 
ている内容です。 


A A 


この絵表示は、「ま意」していた 
だく内容です。 


この絵表示は、必ずしていた 説明文中の「お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使い 

だく「指示」内容です。 いただくための内容げ記載されています。 


A 危険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
か崖の混入でち、乂災の原因になります。 



(§) 

ガソリン禁止 


A 警告 （ WARNING) 


★換気必要 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

また、乳幼兒や呼吸器疾患などのかたは、体調す良になるおそれびあります。 

♦使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

__窓び凍結していたり、地下聖などで換気が充分におこなえない場所では、使用しないでください。_ 

女スプレー吿驗禁 

スプレーをや力わットこんろ用ボンベなどを、ス I -ーブの上や前に放置しないでくだごい。 

熱で吿の任力び上がり、爆発し、危険です。 

女カーテン、可燃物近接愚察" 

カーテンや燃えやすいもののそばなどでは使用しないでくだごい。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、乂ぶの隙民!になります。_ 

' ★衣類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないでくだごい。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、乂災の原因になります。 

' ★寝るとを消乂 

寝るとさやが出するときは、必ず火び消えていることを確認してください。 

予想しない事故び発をするおそれびあ0ます。 

~ ★給油時消乂 

給油は、必ず消火し、ストーブの温度び充分に下びってから、他に火の気のない状態でおこなってください。 
乂ぶの原因にな0ます。 


★油漏れ危険 


•給油□□金は確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油ロロ金びはずれて、乂がの原因になります。 

•油タンクか b 油げ漏れる状態では絶対に使用しないでくだごい。火がの原因になります。_ 

~ ★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧している部屋で、可燃性ガスび発生するもの（ガソリン、ベンジン、シンナー）や、スプレ 
一を使用しないでください。 

乂がの原因になります。_ _ _ _ 

^ ★空ださ厳禁 

なべ、やかんやフライ y くンなどは、空だきしないでくだごい。 

空だをすると火災の原因にな0ます。 
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A ミ主意に AUTION) 


女大なべ禁止 

♦天板からはみ出すような大なべ、鉄板などをのせないでください。 ^ 

内部に熱びこちったり炎び横にのびたりして異常燃焼のおそれびあります。 ^ 

♦不安定なやかん、なべなどは使用しないでください。 f - 

_転倒するおそれびあります。_ ^ 

★やかんやなべなどの使用注意1 が ( 

やかんやなべなどをのせた塌含は、細ムのま意をしてください。 A 

振動や接触によって、和かんやなべなどの熱湯がこぼれ、和けどのおそれびあります。 

吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い求めの販売店に点檢を依頼してください。 - 

ストーブの故障の原因になります。_^ 

★変質灯油察正 

変質灯油（持ち越した灯油など）、不純灯油（灯油 1；( 列の油•水•ごみが混入した灯油など）を使用しないでくださ 
異常燃焼や故障（しんび下がろない、点火でさない、乂が消えない）の原因になります。 



〇 


★燃焼中移動禁止 


火のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびありまず。また、転倒すると火災になるおそれびあります。 、ム 

★移動•運搬ずるときの注意 

•ストーブを移動する場合は、必ず消火し、ストーブの温度び充分下びってから、油タンクを取り出し、傾けないように 
詳かに移動してください。 

•修理’弓 I 越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タンクを取り出し、 

油受けざらの灯油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に巧油びこぼれ、周囲を巧すおそれがあります。 


とせぃ。 

禁止 

化、がに^^^ 


女異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎のが態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでくだごい。 

緊急の場含でちあわてずに、しんを下げて消火してください。 

★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 

燃焼筒の外簡（ガラス）び欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないでください。 
異常纖焼を起こしたり、すすび発まするおそれびあ0ます。 


應常!） 


★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんが上びりすぎたり、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして盾険です。 

★高温部接触禁~正! I 

•燃焼中が肖乂直潮ま、高温部、天板（ストーブの上前やガードに手などふれないようま意してください。な 
やけどのおそれびあ0ます。 与ん^ 

•やかんやなべの取っ手は、加熱している場合もありますので注意してください。_ 3 

女高電圧を意 I ぃ 

点火装置は、点火時に高電氏び発生します。点火プラグに不用意にごわ5ないでくだごい。 

感電のおそれびありまず。 

掃除、点検•手入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてか日おこなってくだごい。_^ 

★ふく射熱に長時間あたらない 

ストーブの間近でふく射熱に農時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 け 
とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由なかた皆病気のかたなどの暖房には充分にま意してください。^ 
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★ほこりの除去 


反射椒、置台、製品内部のほこりをとさどさ踪去してください。 

前板の下か b 燃焼用空気を吸い込みますので、紙、ビこールなどを入れないよラに注意してください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原固になります。_ 

★安全装置の作動確認 

•使用開始時と、使用中は1簡月に1回!;^上、対震宮動消火装置を作動させて確実に消火することを確かめてください。 

確実に消火しないときは使用しないで、すぐに修理してください。 

•使用開始時と、使巧中は1簡巧に1回 iU 上、給油時消乂装置び作動することを確かめてください。 

正常にセット、作動しないときはすぐに修理してください。 


感電ま意 
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丑安全のために必ずお守りください 


A ま意 （CAUTION) 


★純正部品の使用 


しんなどの部翻よ、必ずトヨトミ純正部站（指定.された部品）を便用してください。 

純正部品を使巧しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそれびあります。 

★分解修理•改造の禁止 

故障、破損した b 使用しないでください。 

ストーブは絶对に改造して使用しないでください。 

不完全な修理和改造は危険です。_ _ 

★触媒、脱臭フィルター使用禁止 

市販の触媒や脱舅フィルターをストーブに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 

異常燃焼や火災の原因になります。 

★お丰様やお年寄りのご使用に注意 

お子様听お年寄り、体の不自由なかたびお使いになる場をは、ストーブの取扱い、部屋の換気、高溫部への接®による 
やけど、低温やけどや脱水をがなどについて周囲の人び充分にま意してください。 


味保 

•長期 


管時にしていただ<こと 


•長期間使用しないとさ、または保管するときは、必ず灯油を抜いて、電池ケースか b 乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火災のおそれびあります。 

•しんの手入れ（から焼きクリーニング）は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

__火災のおそれびあります。_____ 

女廃棄ずるとき 

ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざ b 内の'灯油を掠き取り、電池ケースから乾電池を取りはずし 
てください。 （ ll|i 係— 管——: 参照） 

'灯油や乾電弛び入ったまま廃棄するとリサイクルの際、予想しない事故び発をするおそれびあります。_ 

★汝ろ場所では使用しない I 

火ぶや予想しない事故や故睛の原因になります。 

C 水平でない場所、不ミ定な場所 ) C 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外 

•傾斜した場所や振勤の激しいところでは、使用しないでください。♦風のあたる場所や屋外では使用しないでくだ 
対震自動消火装置び誤作動することがあります。 炎が出て危険です。 

•しっかりしたじょうぶな場巧で使用してください。 掃除機の排気にもま意してください。 

♦移動車両の中や、不安定な台の上で使巧しないでください。転落•部屋の出入口など人の通る場所、入びぶつり 
したり、火災になるおそれびあります。 く塌巧で使巧すると、輯倒して事故や火災び 

( 暖炉などストープが囲われる場所） / 竺豐す: 一 - 一...- 
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暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないで 
ください。 

乂災の原因になります。 

ほこりや湿気のをい場所 ） 

粉類や繊維を取り扱う場所や遍室•養鶏場など、塵やほこりの多い 
場所では使用しないでください。 

燃焼用を気を取り入れる圍所び目づまり状態になり、異常燃焼を 
起こすおそれびあります。 

温室•飼育室など人のいない場所つ 


C 風のあたる場巧、部屋の出入口、屋外 ) 使用禁止 

♦風のあたる場所や屋外では使用しないでください。 

炎が出て危険です。 

掃除機の排気にもま意してください。 

•部屋の出入口など人の通る場所、入びぶっかったりっまず 
く塌巧で使巧すると、乾倒して事故や火災び起きるおそれ 
びあります。 

C 不 安定な物をのせた棚などの下0 

落下物により火災び起きるおそれびあります。 

( 直射日光のあたる場所、温度の高い場所つ 

•巽常燃焼を起こすおそれびあります。 

♦油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれびあります。 

C 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所^) 

爆発や火災の原因になります。 

r 高地 （ ISQOm 从上の場所）） 


使用環境の変化で、予想しない筆故び発生するおそれびあります。酸素’;續度り巧 

C 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使う場所つ おし弓おその 

化学薬品びス I -ーブの熱で変化し、ストーブの故障や、腐食性ガス 
の発生によ り金属•鏡•ガラ スな どを傷める原因とな ります。_ _ 

★可燃物（ 木壁 、合板、ふすまなど）との距離を離す 

•ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定 L ソ上の距離を保っようにしてください。 
•ス I -ーブ J ■ちの棚などとの距離は必ず ImUth あけてください。 

•上方の刪などからの落下物びないよラにしてください。 

♦力ーテンなどび風でゆらいでもストーブにふれないようにしてくだごい。 

♦家具などからは巧分な絕離をとってください。 

熱で変形や変を、自然発火することがあります。 


酸素’;續度び薄いので異常燃焼を 
おこすおそれびあ0ます。 
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お願い （NOTICE) 


★なミ田の廃棄幻油の賭叢®■分は、化'由をお買いホめになった販売店にご相談ください。 







图使用ずる場所 


★効果的に使用するために 

•が気に接する窓の下や壁面など、冷気の入ってくる場所にストーブを置くと、冷気びス I -ーブで暖めら 
れて上昇巧流しますので、部屋の温度のムラびかなくなり効果的な暖房びできます。 

ただし、部屋の出入□和人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。 
•部屋の空気をヴーキユレータなどで対流させますと、部屋の温度のムラがよりかなくなり、効栗のに 
暖房びできます。（このときストーブには直接風びあたらないように注意してください。） 
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圍各部のなまえ 



構造図 
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風 消义 




/契急消火ボタン 




しん調節つまみ 





裝急消火に» 


点乂 

ムん調節つまみの目日] 
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トヨ耐熱しん 
第2日種 


点 乂プラグ 

[ 点火装置 

^ 給油時 
W 消火装置 
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裤 i ; 


I 

しんホルダー 貸 


燃焼筒 


油靈計/ 

給油□□金 
油受け 



しん調節器パッキン^^ 

しん案内筒 I 電池ケース 




燃焼筒つまみ 


\置台 \油受けざら 

-お願い- 

耐熱しんに、灯ミ由の燃えかす（夕ール）が多量に付着しまずと、しんが下が5なくなったり点乂しにくくなったりします。 
llljl 樣誓]「9しんの手入れをずる」を参照して、しんのから焼きクリーニングをして<ださぃ。 
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囲使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


1包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになった 
I うえで、包装箱から包装材などを取り除さ、製品を傷 
付けないよラに取り出してくだごい。 

包装箱や包装材はストーブを保管するときに必要です。 
取扱説明書-保証書わ忘れずに保管してください。 

* -お願い- N 

包装巧は可燃物ですか5、必ず取り除いてください。 


2 ガードのち下すみをかし持ち上げて手前に引き、ガー 
ドを開けて < ださし、。 



3 燃焼筒を納めている包装けを取り除さ、燃焼筒を取り 
出してください。 


•包装材の巧に指を入れ、巧側に折り刚ブてある部分(凹部)を引 
さ出し、包装材を下へ下げて、燃焼筒を取り出してください。 




燃焼筒をセットする 



燃焼筒をしん調節器の上に正しくセット 
し、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動か 
し、燃焼筒び正しくセットされているか 
確か曲て < ださい。 

ガードを、ちとの位置に閉じてください。 



然料 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 
少量の混入でも、乂がの原因になります。 



@燃料は打油し NS 1号'打油）を必ず使用してください。 

@変質口油、不純巧油は、絶巧に使用しないでくださし、。 


•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったときは 
あわてずに、緊急消火ボタンを押して消火してください。 
•変質灯油(持ち越した灯油など）、不純灯油(灯油!;(外の油‘水- 
ごみび湿入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
巽萬燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤(添加剤）は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


參灼■油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 
および直射曰光を避けた場所に保管 
してくださし、。 

•灯油容器は専用のきれいな容器を 
使用してください。また灯油容器は 
必ず JIS 認定品で青色の丹油専用客 
器を使用してください。 

•灯油容器内の灯油びかないと溫廈変 
化により結露して水がたまることび 


0 



ありまず。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 
•お子様の手のとどかない所に保管して < ださい。 


r 灯油とガソリンの見分けかたのポイント ] 

指先に使用嫌料をつけて息を吹きかけます。 

(火の気のない所でおこなってください。） 

〇 ' 灯油 

X ガソリン 

1 贼 

、 謂れたままです D 

バ獅 1 

みぶけ 

すぐに乾いてしまいます。 

[ 良い保管 

悪い保管 ] 

直射曰光、雨水び当た b ず、 
火気のない冷暗所へ保管。 

Ml 

Iffll 

V 

直射曰光、雨水の当たる 
ベランタ1など、室外の保管。 

1 旬： 心 

J 


変質な油とは 


•ちい灯油。（ひと夏持ち越した灯油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した丹油。 

•容器のふたび開けてあった0、乳白色の容器で保管した灯油は変質しやすい。 
♦変質の ひどいちのは 黄お〇まをおびたり、すっばいにおいがします。 

•変質を防ぐためな油は翌シーズンに持ち越さないようにしてください。 



Q 

使用禁止 








乾電池を取り付ける 


でるでるつまみの位置の確認 


•乾電池は別売です。 

•巿販の単こお乾電池 （ 4個）を購入の上、本体後側の電池ケー 
スに、©©を正しくをわせて入れてください。 



♦新しい乾電池と古い乾電池、種類の違ラ乾電池を混ぜて使用 
しますと、点火でをなかったり、点火しにくくなった0、ミ夜 
漏れや破裂する原因になります。 


しん調節つまみを引き旅いて、内部にあるでるでるつまみの① 
の位置に、固定ピンび入っていることを確認してください。 
違っていました b ①にはめ替えてください。 

(詳しくは囘 r 使いかた 1;でる でるなの使いかた I をお読みくださ 
い。） 


;減 


でるでるつまみ 


り 


しん調節 
、つまみ 


固定ピンが 
①の位置に 
あること / 


-お願い- ' 

製品の輸送中に生じた外筒(ガラス）の破損、燃焼筒の変お、 
ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べて<ださい。 


C _ 不純口油とは 

•灯油 iU 外の油（ガソリン、シンナー、天ぷ b 油、機械油、重油など）びほんの少しでち 
混入した丹油。 

•水やごみが混入した灯油。 



灯油 L ソがの\ 

( 油、水、ごみを V r ぶ' vff 、 ^ 


\入れないで . 


使用禁止 


変質打油•不純に r 油の見分けかた （コップに水を入れ、次に‘灯油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


保管期間び短く、水と同じ無色透明な 
ら正常。■；：；7ぶ ; T — ニニ 


かしでち色びついていた b 使用しな IA 



[Mm- 

，す 


0 

使用禁止 


•紫外線で巧油が劣化した時は、り油が 
変色しにくく見分けかたび難しくなり 
ます。 

ひと養持ち越した灯油は無色透明でち 
絶対に使用しないでください。 


変質口油やす純な油を使用すると _ 

•変質巧ミ由や不純巧ミ由を使用しまずと、打油の程度にも 
よりますが、 ] 〜3日日のご使用でしんにを量のタール 
がたまり、しんの巧端が固くなったり、点火しにくく 
なったり、しんが上下しに<くなったり、炎び大きく 
な5なくなったり、激しいにおいがしたりします。 

また、消义時にしんび下が5ず乂が消えなくな0ます。 

•水の混入した巧油を使巧しますと、ミ由タンクに丹油が 
残っていてち炎び小さくなったり、しんび上下しにく 
くなったり、異常燃焼を起こして激しいにおいびした 
り、火び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いちのが混入し 
た灯油を使用しますと、火災の原因になります。 


万一変質な油やす純打油を使ったときの処置のしかた 

1油タンクや油受けざ6内の悪い灯油を抜き取り、良 
I 質の灯油で内部を2〜3回洗浄してから良質の灯油 
に入れ替えてください。 

(悪い灯油び残っていると苗発します。） 

2 の1[探暫「日しんの手入れをずる」を参照して、し 
んの巧端の固<なっている部分を、ラジオペンチな 
どで軽くつぶしてか6、しんのか5焼きクリーニン 
クをおこなって < ださい。 

3 しんの手入れをおこなってち効果のないとさや、水 
び多量に混入している場合は、しんを取り曾えてく 
ださい。 

しんの取り替えは、販売店までお問い合わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油が原因でアつターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でち有料修理となります。 
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3 使用前の準備 


給油のしかた 


A なか心 給油は、必ず消乂して、ストーブの温度が充分に下びってか！5、他に火の気のない状態で 
警告ぉこなってくださし、。 

"" 乂災の原因になりまず。 


〇 


油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油 □ 
□金を、左「〇」に回して取 
りはずしてくだごい。 

•給油□口金を取りはずす前に、 
先端の弁部を巧すと、給油口 
□金び取りはずし和すくなり 
ます。 

油量計を見なが5給油 
する。 

•市販の給油ポンプの先端をジ 
ヤノ ラの手前まで差し込んで、 
油*計を見なびら給油してく 
ださい。（ホースび巧けないぶ 
ラにミま意しなびら給油してく 
ださい。） 

♦な油は、油董計のほぼ上部(ち 
図の給ミ由位置 ■►) まで給油し 
て < だをい。 

入れ過ぎますと、あふれ出る- 
ことがありますので充分にを 
意してくだごい。 


給油ロロを 



こぼれま撞 



給油位置 


、満壁の位麗^ 


-お願い- 

•油タンクの中にある「こぼれま栓」の弁 
が、給油口の近<まで上がっていると 
をは、弁を下へ巧し下げてくだごい。 
•油タンクの中にある「こぼれま检」は、 
給油口□金びはずれたとさに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない 
で < ださい。 



ミ給油□口金を「カチッ」‘每 
と音がずるまでちドつ」 

に回して、しっかり締める。 

•正しく締ゆると油タンクの 
赤色の線び見えなくな0ます。 
•給油□□金を下にして、油漏 
れびないことを確かめて<だ 
さぃ。 

-お願い—— 

給ミ由□□をを斜めに綿めた <^ : 

りすると、簡単に給ミ由□口 
をがはずれ、乂災の原因に Wpip 

なりまず。 h 下广 


給ミ由□口金 



赤色の綿 



〔本磯用の給;由ロロ金〕 


mmm 





•油タンクから灯油び漏れる巧 
態で使用しないでくだごい。 
火災のおそれびあります。 
•同時に多数の油タンクに給油 
する場含は、類似している給 
油□□金びありますので、間 
違えないようにしてください。 
灯油びでなくなったり、故障 
の原因になります。 

♦灯油容器のふたち、しっかり 
締めておいてください。 


こぼれたむ油はよくふ 
き取る。 

こぼれた灯油は必ずきれいに 
ふさ取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にちなりまず。 

油タンクをセツトする。 

油タンクを、本体に正しく、 
ゆつ<りとセツトして<ださ 
い。 


-お願し、-> 

オート給ミ由ポンプ(自動停止装置付)を使用ずる場合 

•市販のオート給ミ由ポンプ（自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれま栓」と干渉して、次のような不具含状態にな 
り、正しく給油でをないちのびあ0ます。 

〔不具を〕]スイッチをいれると、すぐ(し停止してし 

ま5。 

(処置）•油タンクに差し込む市ースのセ 
ンヴー部の位置(方向）を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 

2自動停止しない。灯油びあふれてしまう。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給ミ由できない塌合は、直ち 
に給油を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 

を使用して、正しく給油してください。 



しまっている しまっていない 


•滯脚ミ臣 k 


ストーブを使用するときは、ときどき油量 i 十を見て、灯油があるかどうか確認し、 
丹油びなくなる前に必ず消乂してから給油してください。 


なミ由の位置 ■ 






点乂前の準備と確認 


•ストーブの上方や周國、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると火災のおそれ 
びあ0ます。 

♦ストーブが水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


燃焼筒と油タンクのセットを確認ずる 


•点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器に t ッ 
卜されているかどうか、燃焼筒つまみをちちに2〜3回動かして、 
スムースに動くことを確認してください。 

•油タンクがセットされていないと、給油時消火装 K び作動して、 
しん調節つまみび戻り、点乂できません。 


巧襲自動消火装置のセット 


しん調節つまみを、「燃焼」の方向 （ 〇 ) に、ゆっくり止まるま 
で回しますと、巧震自動消火装置が自動的にセットされます。 

巧震自動消火装置がセットできない場合は、一旦しん調節つま 
みを r 緊急消乂位置」（ミ肖乂装置セット）の方向 （ 〇)へ回し 
てくだごい。 


固使いかた 


点乂のしかた 


楚:織織 


•初めてお使いになるときは、点火後、ス1ブに付着し 
ているほこりや油び焼けるにおいびしますが、しばらく 
お使いいただければにおいはなくなります。 

•点火後しばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますが、異常ではありません。しばらくする 
と炎がち定し、音びしな < なります。 


-お願い- ' 

♦使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ（から焼をクリーニング） 
をしたとさは、給油後約1日分料上待って、しんに充分な巧ミ由び吸 
し、上げ日れてから点火して<ださい。充分に版い上げ6れてし、 
ない状態で点火しまずと、しんを傷めます。 

•新しい乾電池を入れても、しんにミちれもないのに点乂しに<い塌 
合は、回 点検•手 入れ ir しんの修正」を参照して直してくださし、。 


電池点乂のしかた 


しん調節つまみを r 点乂」 

のち向へゆっくり回ず。 

♦しん調節つまみの目印を「点火」 

の方向 （ 〇 ) にゆっくり完全に 
止まるまで回してください。 

(しんび上びり点火します。） 

♦点火操作の途中で「ピィー」といラ放電ちびしますび、し 
ん調節つまみはそのまま止まるまで回してください。 
•しん調節つまみが、止まらずに戻ってしまう場合は、油夕 
ンクび正しくセットされているか蜡認してください。そ 
れでも戻ってしまう場合は、一旦、しん調節つまみを「緊 
急消火位置」（消火装置 t ッ h ) のち向（〇)へ回して 
ください。巧せない場合や硬い場合は、しんにタールび 
ついています。しんの手入れ（から焼きクリーこング） 
または、新しいしんと交換してください。 

乂が着いたことを確認する。 

•火び雇いたことを確認した5、手をしん調節つまみか 
らゆっくりはなしてください。 

•乂び着いた後ちしん調節つまみを回しきったままです 
と、乾電池の消拜び早くなります。またカーボンび付 
着して、点火しにくくなる原因になります。 

点火しにくし、場合は 

•点火プラグ付近から白煙が出て 
点火しにくい境たは、しん調節つ 
まみをかし戻してか5、巧び「点 さ .h ，^. f ' が/^を か， 

乂」の方向に、ゆっくり止まるま •‘.“ k 

で回すと点火し軒すくなります。 A 

•しんに夕ールやカーボンが付着 ^ ^ ' 

したり、点火プラグがミちれてくると、点火しにくくなりまず。 
しんの手入れ、しんの修正、点火プラグの掃除をおこな 
ってください。（巧点横•手入粗•四醫聲参照） 

•ぎと電池の霞化びず巧分で点火しにくい場合は、新しい 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のラえ交換して 
ご使用 < ださい。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 -_—L— . 

点火操作後、燃焼簡つまみを左ち呈号^^^^^ 
に2〜3回動かし、燃焼筒び正しくた遇号^ 

しん調節器にセットされているか、基^^^^^ 
しんの上にのっていないかを必ず 
確かめてくだごい。燃焼簡び史しグ 
くセットされていないと、異常燃焼し、 

火ぶになるおそれびあります。 一 ^ 


''Wm 




電池点乂が使えないとを 


しん調節つまみを「点火」 

のち向へゆっくり回す。 

•しん調節つまみの目印を r 点火」な#! 

の方向（〇)に、ゆっくり完を ^方 

に止まるまで回してください。 k M *' 

•しん調節つまみび、止まらずに y K/KgEn 

戻ってしまう場をは、油タンクび ぃ / 

正しくセットされているか確詔してください。それでも 
おってしまラ場合は、一写、しん調節つまみを「緊急消火 
位置」（消火装置セット）の方向 （ 〇)へ回してください。 
回せない場含や硬い場合は、しんにタールびついてい 
ます。しんの手入れ（か b 焼きク U —ニング）または、新 
しいしんと交換してください。 

マッチや市販の点火用ラ — 

イターで点乂する。 

•ガードを開けて、燃焼筒を持ち 類ミ羯 

上げ、マッチ皆市販の点乂用ラ 
イターなどを使ってしんに火を 。 ぶ^ 

着けてくだごい。 

•たばこ用のライターで点火しな 
いでください。 

•マッチで点火した塌合は、マッチの燃えかすをしん付近や 
ストープ内に落としたり、置台の上に置かないでくださし、。 
事故や火災の原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 A 

•火び着いたことを確認したら、燃 
焼筒つまみを左ちに 2 〜 3 回動か 駿致賓 

し、燃焼筒び正しくしん調節器に 

tz ットされているか、しんの上に V # - 
のっていないかを必ず確かめて、京/ 一 
ガードを閉じてくだごい。燃焼筒 ザ- ' 

が正し < セットされていないと、一一^ 

異常燃焼し、火災になるおそれびあります。 

•乂が遣いたことを碼認したら、しん調節つまみを少しだ 
け（点火した火び消えない程度に）消火の方向に回して 
みて、引つかかりげなくスムースにしんび下げ b れること 
を確認してから、もラー度しんを上げて使用してください。 
しん調節つまみびスムースに回らないとさは、燃焼簡を 
持ち上げて、しんを完全に下げでひら、点火操作を始め 
からやり直してください。 


mm 
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0 使いかた 


炎の調節のしかた 







•兴の調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

•しん調節つまみを◎して炎を調節するとさは、 化あ邸 L 照ホ のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の状態で 
便巧してください。 


最大正常燃焼のときの炎の長さは、燃焼筒の上部より約 ]〜3 cm です。 


異 常 


正 常 


正 常 


異 常 



1 〜 3cm 



マ 

:::が::::::::::づ 

た：.:.:.:づ 
规::が:::::: 

iiil 


しんの上げすざ 

(炎び大さく伸びている） 
すすや一酸化炭累が 
多<発をする 


最大正常燃焼 


最小正常燃焼 


すすや一酸化炭累が がの長さが 燃焼簡全体び においや一胃 

I 多く発をする _ 1〜3挪 赤熱している状態 J _多く举 

み炎の大ささは上図のように、正常燃焼の状態でご使用ください。 ち^ 

•点火後は、燃焼簡び徐々に赤熱し、数分で燃焼筒全体びホ熱します。 

参部分的な炎の伸びや、燃焼筒の赤熱ムラがでるときは、襯焼箇つまみを持って左ちに輕く 2〜3回動か — 
してください。 心こ 

•炎び安定したら、しん調節つまみを回して、正常燃焼の状態に調節してくだごい。 

しん調節 
つまみ 


しんの下げすぎ 

燃焼筒び巧分に赤熱しない) 
においや一酸化炭素が 
多く発生する 



乂力を弱くずる場合の注意 


•乂力を弱くした場昔でも、燃焼筒を体が、充分に赤熱しているが態で使用してください。 

♦あまり乂力を弱くずると、におい和一酸化炭素び多く発生し、しんにタールび巧霞します。 

しんの高さ 調節(でる でる芯）について1 

♦炎の大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼簡の酸化、耐熱しんの劣化によって小さくなってきます。 

しん誰]節つまみを回してしんをいっぱいに.卜げても、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならないときは、阿藤いかた 1 
I でる でる芯の使 いかを I の項を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変質灯ミをや不純火 J 油を使用してしまい、しんにタールげ付着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないととち 
に、しんの上下操作が重くなります。このようなときは、回 I 保聲「日しんの手入れをする」の頂を参照してしんの手入れをし 
て < ださい。 


消乂のしかた 


通常の消乂の場合 


しん調節つまみの目印を、「ニオイセーブ消乂位置」まで、ゆっくりと回す。 

しん調節つまみの目印を「ミ肖火」のち向（〇)の r ニオイセーブ消火位置」までゆっくり止まるまで回し 
てくだごい。 

(速く回すとにおいが出传すくなります。） 

ご肖ツホ確兰なずス 

•においを少なくするた曲、 ] 〜日分程燃焼(炎が一部穂る）して消火しまず。 

参しん調節つまみの目印が r ニオイセーブ消火位置」にあり、火が消えたことを必ず確認してください。 


緊急の消火の場合 


肖^め贈す證する ことびあります。 

しん調節つまみの旨印が「緊急消火に置」にあり、火び消えたことを必ず摧。忍してください。 

♦緊急消乂ボタンを押しても、しんが下び5ず消火で走ない場合は、しん調節つまみを強く左方向 
(〇)に回して、しんを下げてください。 

それでもしんが下が5ない場台は、油タンクを取り出し、火が消えるまで燃やしきってください。 
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でるでるおの使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの劣化などで、炎が大きくならないときは、でるでるつまみ 
を操作して、しんの高さの調節がでさます。 

/-お願い- N 

•驢入して初曲てお使いになるときや、新しいしんに交換したときなど、炎が充分に出ているときに、でるでるつまみを® 
やをにはめ替えると炎び大さくなりすぎ、すすび発をすることびあります。炎び大きくならない時しソがは、でるでるつま 
みを①で使用してください。 

•不良灯油や変質灯油を使用して、しんに水や夕ールび巧着したときは効果びない場合びあります。その場含はう1:|な誓；]「9し 
んの手入れをする」の項を参照してしんの手入れをおこなってください。それでも良くな b ない場をは、新しいしんに交換して 
. <ださい。 


緊急消火ボタンを押す。 

緊急消火ボタンを押してしんを完全に下げたが態でないと、でるでるつまみを 
はめ替えることびできません。 





しん調節つまみを引さ巧く。 

でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの煩または③印の穴のいずれかを、 
固定ピンの凸部にはゆ替える。 

①から I 星 i の巧へ、遺から獲の巧へはめ替えることにより、しんの高さはそれぞ 
れ約2 mm 高くなり、炎び大をくなります。 

逆に、炎をルさくする場合には、感を霞に、霞を®にはめ替えまず。 


でるでる 
つまみ 


でるでるつまみの位置 

① 

感 

感 

しんの高さ 

約8 mm 

約1日 mm 

約12 mm 




、，与/差し 
回す曾える 


しん調節つまみを取り付ける。 

でるでるつまみを巧から霞または领にはめ藝えますと、点火の際しん調節つまみを回したとき、 
しん調節つま办の目印の止まる位置び、「でるでる芯」の®または®位證にかわります。 




|||しん'調節 
\つまみ_ 


圆安全装置 


巧震自動消乂 i 


>ストーブが地震(震度約日 IU 上)传強い振動、衝擊を受けたとき、火災などの危険を防ぐために自動的に消火ごせる安を装置です。 
>しん調節つまみを r 点火」の方向にゆっくりと止まるまで回すと、自勤的にセットされます。 

>地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、磯器の損傷はないか、丹油がこぼれていないかなど異常び 
ないことを確認した後、再点火してください。 


•燃焼中に油タンクを取り出すと、自動的に消乂させる安全装置でず。（しん調節つまみの目印び「緊急消火位 HJ に戻ります。） 
♦油タンクを本体に挿入すると自動的にセツトされ、しん調節つまみが回せるようになります。 

•給油時消火装置は、消火した状態（しん調節つまみの目印び「こオイセーブ消火位置」にある場含）でち油タンクをめくと対饋自 
動消火装置がセツトでさなくなります。 

/-お願い- N 

燃焼中に、对麗自動消乂装置や油タンクの給油時消乂装»が働いた場含は、消乂時のにおいが強く発生します。給油をされ 
t るとさは、においを抑えるため、しん調節つまみで消火させ、消火を摧認してか6油タンクを取り出してください。 









图点検•手入れ 


f 点検•手入れのしかた ' 


■吾 ホ •スト—ブを消火し、ストープの温度が充分に下がってか5おこなってください。 
■加 WiSHlKI 化〜 ♦手をけがしないように、手袋をはめておこなってくださし、。 

•巧 震 自動消火装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

•必ず乾電池を、電池ケースか5取りはずしてか5おこなってくださし、。 




点検箇所 

点検內容 

処置方法 


ス1-ープの 
周囲 

•ストープの周囲に可燃物や障害物がありませんか。 
[火災の原因になります] 

♦常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

♦油タンク、油受けざら、 置 台の表面に、灯油びこぼれ 
たり、たまったり、にじんでいませんか。 

[火災の原因になります] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ灯 が,ずコミ 

油はきれいにふき取ってくだごい。 -弁部. ぶ^ 4 一 ' 
•油タンクの給油 ロロ 金の、弁部など 
にはさまっているごみなどを、取り 
除ぃてくださぃ。 W 獨 

油漏れ 

•油漏れはありませんか。 

[乂災の原因になります] 

•灯油び漏れている場含は、すぐに使用をやめ、お買 
し、求めの販売店に修理依頼をして < ださい。 

が筒 
(ガラス） 

•欠けたり、割れた0していませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

•お質い巧めの販売店に相談して、新しい外筒（ガラ 
ス）に交換してください。 






[ 1 箇月に 1 回切上^^^^^^^^^^ ■ 







点検箇戸斤 

点検内容 

処置方法 


ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内 
筒下部） 

♦反射版や置台にほこりびたまっていませんか。 

前板の卜の隙間に紙、ビこールなどび入りこんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や乂災の原阅になります] 

•111!!保 鲁’の 1 〜日頃を参照し 
て本体巷取りはずし、置むと 广畔 
油受けざらの隙間 （特にしん 

案内筒の下部)のほこり、ごみ ^ 

などを取りのぞいてください。 

掃除磯で吸い取るのも効果的 =====^^2^^^==^ 

です。 しん案巧簡の下， 

巧麗自動 
消乂装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台をゆ 
すると、巧震自動消火装置が作動し、そのときしんび 
下がり、しん調節つまみの目印び「緊急消火に置」に戻 
0ますか。 

[確実に消火することを腊認] 

•しん調節つまみの目がび r 緊急消乂に 劃に戻らない 
場合は、しんの項の点検をしてください。 

•販売店に修理依頼をしてください。 

乾電池 

•点乂プラグのスパーク吕は、「ビィー」と鳴りますか。 
[乾電池の電圧(消託)点横] 

参音がかすれる攝合は電圧び下がっています。 

新しい乾電池に交換してください。 

燃焼筒 

雜燃焼筒の細かいパに燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。 

[異常燃焼の原因になりまず] 

•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除き、 
されいに掃除してください。 

しん 

•しんの先端にタールび付着して、固くなっていません 
か。 

•タールび付趕している攝をは、 11!保曾|「9しんの手 
入れをする」 に従って、しんの手入れをおこなってく 

たさし、。 干、巧百1、 

「しんにタールが付着していると、次のようなす具合^ 
が発生しまず。 

/ むが貝し1 N 

•しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで <だごい。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換 
気をしてください。 

•しんの手入れをおこなってち効栗のない場合は、 
t 新しいしんに交換してください。 , 

•消乂操作をしてち、しんび下び5ず、消乂しない。 
•しん上下の操作が重く、スムースにでさない。 

•点火操作をしてち、点火しない。 

L ♦燃焼筒びホ熱しなかったり、燃焼中ににおいびする3 

点火プラグ 

•点乂プラクび、カーボンやタールで巧れていませんか。 
•点乂プラグがしんにくい込んでいませんか。 

[点乂不良の原因になります] 

•点乂ブラグび';ちれているとさは、 「点火プラグの掃除」 
に従って処置をしてください。 

•点火プラグがしんにくい込んでいるとさは、 「しんの 
修正」 に従って奶置をしてくだごい。 


給油時 
消火装置 

1 _ 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから油タンクを 
持ち上げると、給油時消火装置び作動してしんび下がり、 
しん調節つまみの目印が「繁急消火位置」に戻りまずか。 

•しん調節つまみの目印が r 緊急 消火位置」 に房 b ない 
場合は、しんの頌の点検をしてください。 

•販売 r 占に修理依頼をしてください。 

V 

J 


[Ik 








-点火プラグの掃除- 

♦ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してか5、マイナスドライバーなどで、点火プラグの電極や瞬テ部 
分に付着した巧れを取り除いてください。 

•掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼簡をのせ、ガードを取り付け、乾輩池を取り付けて正 
常に点火するかどラか確認してください。 C 

•点乂しにくかったり、点火しない場合は、「しんの修正」をするか、もラー度きれいに掃除し直してください。 
また、しんの手入れ（か5焼走クリーニング）をおこなラと、点火プラグに付着したミちれび取れやすくな . 
ります。（「バ1寐鲁]「9しんの手入れをする」参照） 


-しんの修正-- 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火プラグ近くのしんの側面を内側に、割り善などで こ.:_ I: 

軽く押さえるように撫でて、しんを壁える。 'is 

•一度しんを下げてから總焼筒をのせ、点火してください。 


广:> つ-、つ「^! 


しんに接輔 している 
马しんか5離れている 


しんと点乂フラグの間を少し誰す 


图定期点検 


1 


長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い巧め店、または、修理資格者[(財） 
曰本石油燃焼機器保守協会 （ TEL . 日 3-34 日日-2目 28) でおこなラ技術曹理講習会修了者（石油機器技術管理±)など]のいる店 
などに点檢依頼されることをおすずめします’ 



图 故障 • 異常の見分けかたと処置方法 — 修理を依頼される前に一 


敬 \ 現象更雲攀费 gig とをを謹 

農 \ しを；5しいかがよ回型 


原 因 _ \ 

しんの出過ぎ。 _ 

しんの出び少ない。 

しんに水を含んでいる。又は油受 y ブ 
ざら内に水が入っている。 

しんにタールがついている。 

燃焼筒がしんの上にのっている。 

燃;焼筒の変形。 

しん調節器と燃焼筒との間にすき間 
がある。 

外筒（ガラス）にひびや割れびある。 
灯油が変質している。（巧れた油が 
ポ U 容器で1年間持ち越した油など） 

丹油が水やごみを含んでいる。 

給油□口金び間違っている。 

油タンクび本体に入っていない。 

~乾電池び消耗している。 _ 

正し < 入れていない。 

点火装置のコードびはずれている。 
点乂装置がシヨート（短絡）している。 
点火プラグの電極が正常でない。 


立— 

〇 〇 

〇 〇 

〇 〇 


消 

に i 

炎 

し 

火 

お 

び 

ん 

し 

い 

か 

び 

な 

が 

た 
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い 

す 

ぶ 

が 

I 

る 

る 

ら 

し 

(— 



な 

I し 
< 



い 

ぃ 





〇 




〇 




〇 〇 


〇 〇 

百百 
百百 
百_ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




〇 〇 〇 
〇 〇百 


処置方法 


しんを下げて、炎を調節する。 

しんの 局 さを調節する。 

新しいしんと交換ずる。 _ 

しんの手入れをする。または、新しいしんと 
交換する。 

油受けざら、油タンク巧の灯油を正常な丹 
油に交換する。 

点火してか b 必ず燃焼筒つまみを持って左 
もに2〜3回動かす。__ 

内炎筒、外炎筒び変形していないかを確かめ 
る。傻おしてい る場合は販売店に連絡する） 
しん調節器の上面にタールびついていないか。 
まには燃 焼筒下部に不 揃いがないかを調べる。 

外筒（ガラス）を交換する 。 _ 

しんにタールびつ<原因となるので正常な 
灯油に交換する。 

正常な'灯油に交撰する。 

給油□□金を正しいをのに取り換える。 

油タンクを本体に入れ為。 _ 

新しい乾電池に交携する。 

正しく入れ直す。 

コードがはずれているときは正しく差し込む。 

の他は販売店に連絡する。 

ショートしないよラになおす。 

不明の時は販売店に連絡する。 

点火プラグが破損していないか確かめる。 
(破損 してい る場含は販売搭に連絡する） 
しんの修正をする。 

点火プラグを掃除する。 


^点火プラグびしんにくい込んでいる。^ しんの修正をする。 

__点 火プラグが巧れて い る。 ___ 点火プラグを掃 除 する。 _ 

I 器 □内部に、ほこり、ごみび たまつ て [ 〇] [ 製品内部を臟する。 


この表政外の不具台びあるときや、過置方法により処置をしてち唐くな5ないときは、使用を中止し、お買いがめの販売店にご相談ください。 
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画部品交換のしか 


A 注意 


しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部品(指定された部品）を使用してください。 

純正卽品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故が 
発生するおテれがあります。 

点火装置は、点乂時に高電圧が発生します。点乂プラグに不用意にさわ5ないでください。 
感電のおそれがあります。 

掃除、点検•手入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてか日おこなって < ださい。 


皇 

显 

感電;主意 


>替えしん、外筒(ガラス）、燃焼筒などの交換部品が必要な場含は、お買いホめの販売店にご相談<ださい。 

>部品び販売店にない塌合は、別紙の I お客様相談窓□一寛1までお問い含わはください 


部品交換のとさの注意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を巧り、やけどや感電、けがなどしないよう注意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ス I -ーブは消乂し、温度び巧分下びるまで待ってください。 

③感電しないように、乾電池は必ず電池ケースか b はずしてください。 

③手をけびしないように、手袋をはめてください。 

•不完全な修理は危険でず。お買いボめの販売店わ、、し財)曰本石油燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習会修了者(石®機器 
巧術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすすめしまず 


しんの交換のしかた 


トヨト S 純正適合しん 

トヨ耐熱しん第2日種 


_しんの交換ち法•注意内容は、トヨ耐 

商ぉコード:11日13907 i 熱し添わされてし''な取扱説明書を 


お読みください。 


見 

mam . 


検普 f し合格したしん I しは 
このマークび貼つてあります。 
マークの色彩は、白地に赤 
インクで表示されています。 


燃焼筒の 交換のし か た 

[ 燃焼筒[商品コード:11113306 


燃焼筒び変形した攝合や、外筒（ガラス）び割れたりした焉含は、お買い求めの販売店、 
または、別紙のお客様相談窓口一挺 i までお問いちわせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


点火プラグを交換するときは、お買いずめの販売店または、別紙の客途榻談窓口一農]までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


m {4 i 使用前 の準備 I i 乾電池 を取り付ける!を参照して、必ず4個とも市販の新しい乾電池〔単二お乾電池]に交換してください。 
•取りはずしたちい乾電池は、表ふしてある使用推奨期限巧は、電池能力び残っていれば他の製品に使用できますので、再利用 
されることをおすすゆします。 


回保管（長期間使用しない場含) 


. ^ 長期間使用しないと重または保管するとをは、必ずな油を抜いて、電池ケースか5乾電池を 

A 取 C はずして<ださい。傾けた！3、横®しの4犬態ではイ呆管しないで<ださし、。 

火災のおそれがありまず。 


〇 
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油タンク巧のな油を巧き取る。 

C じストーブから油タンクを取り出し、市販の給油ポンプ 
(手動式)で、油タンク内の灯油を振さ取ってください。 
依わずかに残った灯油は、油タンクに給油□□金を取り 
巧け、油受けを本体の中から取り出して給油□□金に 
押し当て、油タンクを上下にゆすって抜いてください。 


緊急消火ボタンを押して、対震自動消义装置を作動させ、 
しんを下げてから、ガードを開いて、燃焼筒を取り出し 
てください。 


絶 




'、と.，ィ^碌 L 少 

) 電池ケースか b 乾電池を取り出し 
-てください。 

-お願い- N 

乾電池を取り付けたまま保管する 
と、液漏れしてストーブを腐食さ 
せることがあります。 




V n グ。 



「しん調節つまみ」を引き掠いてください。 

C ) 其に^1 









5 本体の両側面と背面にある止めねじ 3 本を、取りはずし 
てください。本体を前方に傾けながら、ゆっくりと上ち 
に持ち._卜_げて取りはずしてくだごい。 


B 油受けざ!5内の灼油を抜き取る。 

U 油受けを取り出してか b 、 油受け 
ざ6巧の灯油を市販の給油ポンプ 
(手動式)で抜き取ってください。 

•油タンク、油受けざらに水やご 
みび残ったまま保管すると、謂 
や巧あさの原因になりまず。き 
れいな灯油ですすぎ洗いをして 
ください。残った灯油は、巧切 
れなどで吸い取ってください。 

グ 感震部の点検 • 手入れをおこなつ 

•ごみやほこりがついていた5、 

やわ6かい巧できれいにふき取 
って < ださし、。 

•謂がを量に発生している場合は、 

お買いずめの販売店に修理を依 
頼してください。 

•ス I -ーブ内のミちれは、めれたな 
でふいて落とし、乾いた巧でか 
気を取り除いてください。 


フ本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

8灯油を巧いた油タンクを本体にセットしまず。 


g しんの手入れをずる。（から焼きクリーニング) 
f -お願い-> 

•しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで 
くださし、。 

♦しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換気を 
おこなつてくださし、。 


•しんの先端が固くなっている時 
は、ラジオペンチなどで固い部 
分を輕くつぶしてからおこなっ 
てください。 

①通常の点火操作をして、正しく 
燃焼させてください。 

® 火力がルさくなったら、しんを 
一杯に上げて目然に消火するま 
で燃やしきってください。 

10緊急消火ボタンを巧ず。 

刘震 自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして 

ください。 

11収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管してください。 

「取扱説明書」 や 「保証書」 も忘れずに大切に保管してくだ 

さい。 

/-お願い- N 

•高温多湿、直射曰光の当たる攝巧には、保管しないで 

<だごい。 

謂が出たり、插脂部品び変おずる原因になりまず。 

•ミ由タンクは I な';由を振き、本体にセツトして保管してく 

ださい。 


•'灯油は、変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よ弓にして < ださい。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使用推巽期限巧は電 
池能力びのこっていれば他の製品に使用できますので、巧 
利用されることをおすすめします。 







圃廃棄するとき_ 

四 in ® の！〜目項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油を振き取り、電池ケースから乾輩池を取りはずして廃棄してください。 


圆仕様 


["型式の呼び 

RS - D 29 E 

外形寸法 
(置台を含む） 

高さ 

441.5 mm 

種 類 

自然通気形開放式石油ストーブ 

幅 

586 mm 

しん式•放射お 

興行 

304 mm 

点 乂ち式 

電池点火〔単二形乾電池4個•別売〕 

しん 

種 類 

普通簡しん 

使用燃料 

灯油 （ JIS 1 号） 

トヨ耐熱しん第2日種 

最大燃料消費量 

2.87 kW (0,279 L / h ) 

呼び 

寸法 

内径 

85 mm 

暖房出力 

2.87 kW 

厚さ 

2.日 mm 

油タンク容量 

4 .日 L 

贩上蠢 

2 日日％ 

燃焼継続時間 

約14時間 

安全装置 

対震吕動消火装置（しん降下式） 

給油時消火装置 J 

Is 量 

約9.己 kg 







画アフターサービス 


保証について 

•添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 
•イ呆証期間は、お買いボめの曰より1年間でず。 

f -お願い- N 

巧のよラな原因による故曜および事故につさましては、保証の対象とな0ませんので注意してください。 

(1) 変質巧油や不純灯油など、また丹油し U 外の燃料を使用したための故階や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかなかったために起こった故障传事故。 

(3) 純正部品しソ外のものを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点火ヒーター)の故障。 

(日）この取扱説明書や、注意書、ラベル類による危険•警告-ま慧‘お願い事填び守られず、誤った使い方をされた場合の 
故障や事故。 

•その他詳細の保証巧容については、保詔書の記載內容をご罵ください。 


修理を依頼するとき — __ 

•固儘 萬か見分けかたと增霞■ち^にがって、処置をおこなってください。 

直らないときは、使用を中止し、必ずお買い求めの販売店に修理を依賴してください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ（自然邁気お開放ぶ石油ストーブ） 

霞型式の呼び… RS - D 29 E 
感お買いホ曲年巧曰 
④故障のが況(できるだけ真体的に） 

感おなまえ，おところ，電語恶号 

•修理に際しましては、傑証書を提示してください。保証壽の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 

•保証期間び過ぎていても、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。 

•修理料金は、技術料，部品代，お張料などで稱成されています。 

•修理•引越しなどで、ス I -ーブを運搬される場含は、輩池ケースから乾電池をおりはずして、油タンク、油受けざら内の丹油を 
振いてください。運撒の途中に灯油がこぼれ、周團を巧すおそれびあります。 

補修用性能部品について 

•ち油ストープの補修用性能部品の保有期間は製造巧がり後日年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必曹な部品でず。 

( t 消耗•努化ずる部品 

•使用期間により、交換•^ンテナンスび必票な部品…しん、給油 au を、油受け 
•変質灯油、不純灯油の使用で劣化しやすい部品…しん 

故障•修理の際の連絡先 

アフターサービスについてご不明な点は、お買いホめの販売店、または I お客様相談窓ご^ n (別紙参照）までお問い合わせく 
ださし、。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

RS - D 29 E 

お買いホめ年月日 

年 

月 

曰 

お買い巧め店名 

V _ __ 


(電話番号 ）（ 

) 

— 



株式会社 i - aK ミ 

本社〒467-08己己 

おち屋市瑞穂区桃園町己番17号 
フリーコール 0] 2 日-]日 4-1 己 4 
TEL く0曰2>822-1]44 
FAX く 日 曰 2>82 S -2742 






